
　

岡
山
龍
谷
高
校
は
、今
年
で
創
立
９０
周
年
。

仏
教
精
神
に
基
づ
く
女
学
校
と
し
て
創
設
さ

れ
、１
９
９
７
年
に
共
学
化
。
２
０
０
７
年
の
校

名
変
更
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
従
来
の
普
通
科
・

情
報
科
・
生
活
科
を
、難
関
大
学
合
格
を
目
指

す
少
人
数
制
の「
普
通
科
・
特
別
進
学
コ
ー
ス
」

と
看
護
・
福
祉
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
な
ど
を
目

指
す「
普
通
科
・
進
学
教
養
コ
ー
ス
」、「
情
報
科
」

に
変
更
。
ま
た
、08
年
か
ら
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

に
加
盟
し
、平
和
・
人
権
・
環
境
を
大
切
に
す
る

人
格
教
育
や
国
際
理
解
教
育
に
も
力
を
注
い
で

き
た
。
こ
う
し
た
改
革
に
よ
り
、こ
の
６
年
で
志

願
者
数
が
３
倍
強
に
増
え
て
い
る（
06
年
度
・５

８
０
人
↓
１２
年
度
・１
８
０
０
人
）。

生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
は

心
を
動
か
す
ア
ナ
ロ
グ
要
素
が
必
要

 
「
志
願
者
の
増
加
は
、学
力
だ
け
で
な
く
、社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、心
の
教

育
に
重
点
を
置
い
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
す
。
私
た
ち
教
師
も
中
学
校
で
の
講
演
な
ど

に
は
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、保
護
者

の
共
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
専

務
理
事
の
中
村
好
孝
先
生
。今
後
の
学
校
改
革

で
も
心
の
教
育
は
重
点
項
目
。〝
Ｄ（
デ
ジ
タ
ル
）

＆
Ａ（
ア
ナ
ロ
グ
）の
融
合
〞が
鍵
だ
と
語
る
。

 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
手
予
備
校
の
人
気
講

師
の
講
座
が
受
講
で
き
、セ
ン
タ
ー
試
験
最
新

5
年
分
と
１
０
０
大
学
の
過
去
問
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
学
べ
る『
受
験
サ
プ
リ
』は
、今
ま
で
に

な
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。し
か
し
、生
徒
が
個
々
に
利

用
し
て
い
る
だ
け
で
は
発
展
性
が
な
い
。
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
は
、必
ず
、ア
ナ
ロ
グ
的
な
要

素
が
必
要
で
す
」

　

そ
こ
で
同
校
で
は
、「
受
験
サ
プ
リ
」と
可
動

性
の
高
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）を
組
み

合
せ
、生
徒
が
自
習
に
使
う
だ
け
で
な
く
、授
業

や
面
談
に
も
使
え
る
よ
う
に
工
夫
。新
設
さ
れ
た

「
Ｒ（
龍
谷
）ア
カ
デ
ミ
ア
室
」で
は
、ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の

画
面
か
ら「
受
験
サ
プ
リ
」の
画
像
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
に
取
り
込
み
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
映
し
出

し
て
授
業
や
補
習
も
行
っ
て
い
る
。

 

「
こ
の
機
能
が
あ
る
こ
と
で
、講
義
の
重
要
な

箇
所
は
画
像
を
止
め
て
教
師
に
よ
る
二
重
解
説

が
行
え
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
長
文
読
解
な

ど
は
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
映
し
た
問
題
に
注
釈

を
書
き
込
む
こ
と
で
生
徒
の
理
解
を
深
め
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、教
師
が
長
文
を
書
く
時
間
を

省
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、２
校
の
大
学
の

過
去
問
を
映
し
出
し
て
、比
較
検
討
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
教
師
自
身
が
新
し
い
発
想
で
活

用
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、生
徒
の
発

想
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
、

進
路
課
長
の
依
田
新
先
生
は
言
う
。

勉
強
し
た
こ
と
が
人
の
役
に
立
つ
。

そ
の
実
感
が
将
来
の
糧
に
な
る

　

そ
う
し
た
考
え
方
を
象
徴
す
る
の
が
、「
受
験

サ
プ
リ
」の
視
聴
時
間
に
応
じ
て
世
界
の
子
ど

も
た
ち
に
ポ
リ
オ
、は
し
か
、結
核
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
を
贈
り
、命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
、同
校
が
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を 

日

本
委
員
会
」の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
行
う
全

国
の
高
校
で
初
の
取
り
組
み
。「
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、自
分
が
勉

強
し
た
こ
と
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
中
村
先
生
。「
受
験

サ
プ
リ
」＋
α
の
活
用
方
法
は
、ま
だ
ま
だ
増
え

て
い
き
そ
う
で
あ
る
。

リクルートサービスを活用した

学校改革の鍵は、“D＆Aの融合”
「受験サプリ」＋αで生徒の意欲・学力を高める

─岡山・私立　岡山龍谷高校─

創立1923年（大正12）年／普通科・情報科
生徒数648人（男285、女363／2013年9月現在）
進路状況（2012年度）大学・短大進学44.0％
専各進学41.0％・就職12.0％・その他3.0％
岡山県笠岡市笠岡874

 0865-63-2525
 http://www.ok-ryukoku.ed.jp

■ “D＆Aの融合”による
  「受験サプリ」のさまざまな活用

取材・文／丸山佳子

左から
専務理事
中村好孝先生
進路課長
依田 新先生
事務長
小寺伸司先生

デジタル アナログ

●iPad20台装備の「Rアカデミア室」を新設

●教師の二重解説で生徒の理解力を深める

●「受験サプリ」の学校検索を使って
　進路指導

●能率手帳で自己管理力UP　

●「受験サプリ」でボランティア

「ワクワクする空間が
あると気分が変わり
集中できると、生徒か
らも好評です」と小寺
先生。温かみのある
自習室は、“D&Aの融
合”の象徴。

「受験サプリ」の講
義やセンター試験問
題、大学別の過去問
をホワイトボードに映
し、教師が二重解
説。解説する教師も
勉強になるという。

生徒の利用率が高い
「受験サプリ」ならで
はの学校検索。iPad
導入で場所を選ばず
面談できるため、相
談にくる生徒が増え
たという。

50時間視聴すると、
世界の子どもたちに、
ワクチン50本を贈れる
“５５プロジェクト”を９月
から開始。写真提供
／JCV(禁無断転載)

アナログデジタル

受験サプリ

自己管理力育成のた
めの能率手帳。予習、
復習、自習、受験サプリ
など、勉強内容と時間
を色分けして書き込む
ことで、自分の勉強の
偏りを見直せるという。

「受験サプリ」活用中
の特別進学コース2、
３年生。「留学してい
たので、1年の復習や
TOEICⓇ対策に英
語の講義を活用してい
ます」（前列右・渡辺あ
やさん・２年生）

53


